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＜連絡事項＞
・1階採血処置室の施錠について。
　医療安全・感染対策の為に、4/15（水）より、1階採血処置室を常時施錠する事となる。
　
＜患者様連絡事項＞
・助川　節子様～経管栄養開始。
　　　　　4/15　昼：白湯50ml 

                夕：白湯50ml

4/16　朝：食無し

　　　　　　　　昼：MAラクフィア − 主食なし(1)

　　　　　　　　夕：食無し
4/18　朝：食無し

　　　　　　　　昼：MAラクフィア − 主食なし(1)

　　　　　　　　夕：MAラクフィア − 主食なし(1)
　　　　　4/20　朝：MAラクフィア − 主食なし(1)

　　　　　　　　昼：MAラクフィア − 主食なし(1)

　　　　　　　　夕：MAラクフィア − 主食なし(1)
・笹川　清様～朝の採血28mg/dl であり、田中Dr.へ報告。MGチューブ挿入し、経管栄養実施指示。朝、昼、夕それぞれCZ-HI 1本ずつ開始となる。

　　　　　　　点滴2本キープ、ソリタT3 500ml ヴィーンD 500ml　2日分処方。
・高橋　登様～点滴1日分継続処方。　
昨日準夜帯より泥状便が続いており、田名部Dr.へ報告し、本日夕より、カマ・センノシド中止となり除剤済み。
・和田　みよ子様～田中Dr.より、ミノマイシン錠50mg　2T　1×朝　7日分臨時処方。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。時折私物の要求あるが、過度とはならず易怒性見られず過ごしている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・助川　節子様～収縮期血圧高値で経過。HR50～70回台 本日指示にてMGチューブ


























挿入し白湯開始しトラブルなく終了。体動の活発さもない。浮腫は体幹を中心に持続。

























・袴田　将志様～飲水の頻回さは無いが、表情の硬さ、目つきの鋭さ、妄想的訴えが見られている。他者とのトラブルはない。

・木村　格治様～腹部症状については「まあまあだ」と話す。本人は排便がない事を気にしている。食事は各食1/3～2/3摂取。
・佐々木　日出夫様～帰宅要求はなく、穏やかに過ごしている。不調訴え無し。
・熊野　一巳様～興奮さや粗暴性はなく、他者トラブルなし。穏やかに過ごしている。
・小向　静江様～時折全身の硬直あり。本人希望にて頭部クーリング継続。午前中は
血圧低値で経過するも不調の訴えはない。
・笹川　清様～朝の採血で血糖値28mg/dl で緊急値であり、田中Dr.へ状態報告し、
今夕より点滴2本キープ、経管栄養開始となっている。
8:00 12:00 18:00 20:00の1日4回測定で、50mg/dl以下の場合は
50％20mlブドウ糖液側管注入。
・高橋　登様～黒色泥状～水様便持続。主治医へ報告しセンノシド・酸化マグネ


























シウムを本日夕から除剤の指示あり。14:00体温37.2℃ クーリン


























グで対応。他バイタルサインの異常はない。腹部より甲高い腸音


























あり。腹痛はなし。Ba内コアグラ混じりの血尿持続。


＜深澤Dr.診察情報＞
・斉藤 志郎様～主治医診察にて①入浴、②ごはん、③内服、この3つを守らなければ退院は出来ない事を説明されている。「強制退院は？」と理解乏しい。強く諭され渋々了解している。本日vdsより処方内容変更となる。
・飯田　修子様～状態落ち着いているようであれば、本人様をBユニットに移動させ、様子観察するようにとの事。
・飯岡　裕子様～本日採血結果Hb5.1であった事を主治医へ報告し、輸血などは検討していくとの事。現段階では経過観察の指示あり。
　　　　　　　　また、義理の兄様へ裕子様の採血結果(Hb5.1)と現在の状況についてお話する。

輸血などの判断は主治医にお任せするとの事。明日9：00、八戸赤十字病院へスタッフ付き添いで受診予定。
＜新入院患者様情報＞
日時：R2.4.15　11：24

　　氏名：佐々木　スミ（ささき　すみ）様

生年月日：昭和11年10月4日　83歳

　　病名：中等度アルツハイマー型認知症

　合併症：高血圧症

　　性別：女性

　主治医：金Dr（サポート医：深澤Dr.）

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Cユニット

(経過）

　R1.8.28当院初診、現在息子様と同居中。

　H29年親戚より本人の物忘れ症状を指摘され、大里脳神経リハビリテーションクリ
ニック受診し検査を受けている。同居している息子様は仕事により受診時同席せず、
親戚の方が「年相応であり特に異常はない」と言われたと聞いていた為、定期的な通
院はしていなかった。H31に入り食事の準備をめんどうに感じ、お金の支払いを忘れ
未納になっている事が何度もあった。尿失禁もみられ、外出や入浴を拒否されている
状態が続いていた。息子様が介護保険の申請を希望しR1.8.28当院初診。

薬物療法開始し介護保険申請にてデイサービスの利用やホームヘルパーの導入・利用
を継続していた。

　しかし左腸骨に2×2cm程度、左踵に１㎝程の褥瘡あり。R2年2月頃より、部位を
問わず「痛い！」と叫ぶ事が続いており、介護抵抗もみられる。上記経過から在宅介
護が困難な状態であり、症状改善・環境調整目的にて、R2.4.15東病棟Cユニットへ
医療保護入院となる。
・CSセット：Bプラン　オムツ②

・買い物：売店購入可

　　　　　（使い過ぎないように）

・緊急時：搬送希望（赤十字病院）

・車椅子：本人用が届く予定。

・褥瘡：左腸骨・左踵（処置あり）
